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名前 日付   月   日

☺

太字のカタカナを漢字に、漢字を平仮名になおしなさい。 意味は選択肢より選び記号で答えなさい。 

▼漢字 ▼意味は記号で

1 シュビイッカンしてひとつの主張を唱えつづけた。 1 ア ほめるべき者はほめ罪ある者は制裁を与える

2 ムガムチュウで遊んでいたら時の経つのを忘れた。 2 イ はじめから終わりまで・あくまで

3 会社の組織はキュウタイイゼンとしたままだった。 3 ウ 秩序なくあちこちへ行く

4 ゼンダイミモンの事件の知らせに驚いた。 4 エ 最初から最後まで矛盾していない

5 しばらくチンシモッコウし、結論を出す。 5 オ 昔のままで変化や発展がない

6 シンショウヒツバツを強調して組織をひきしめる。 6 カ いままでにきいたことがない

7 ジガジサンしたくなるほどの傑作をつくりあげた。 7 キ われを忘れるほど没頭する

8 彼女はその政策にテットウテツビ異議を唱えつづけた。 8 ク だまって深くかんがえこむ

9 混乱した群衆がウオウサオウする。 9 ケ すっかり態度を変える

10 就職をきっかけにシンキイッテンして生活を改めたい。 10 コ じぶんでじぶんをほめる

11 タイキバンセイの彼は、卒業してから才能を開花させた。 11 ア あつかましく、はじしらず

12 神がシンラバンショウを作ったと見なす宗教。 12 イ 少しふれただけでおおごとになりそうな状態

13 人間の性格や好みはセンサバンベツだ。 13 ウ 絶え間なく発展していくこと

14 茶道ではイチゴイチエの精神で相手をもてなす。 14 エ 生涯にいちどだけのであい

15 二つの国の間にイッショクソクハツの緊張が走る。 15 オ 遠くまでひとめで見渡す

16 人前でも好き勝手にふるまうコウガンムチな人々。 16 カ じぶんのものいいや行動によってじぶんが苦しむ

17 禁欲的に生きようとしてジジョウジバクに陥った。 17 キ さまざまな種類のものがあること

18 広大な景色をイチボウセンリのもとに見渡す。 18 ク 歳をとってからおおきく育つ

19 現代の科学技術はニッシンゲッポで変わっている。 19 ケ 宇宙に存在するすべてのもの

20 二人の思惑は実際にはダイドウショウイだ。 20 コ 少しの違いだけでほとんど似ている
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21 思わぬミスにセッシ扼腕して悔しがる。 21 ア ちょっとしたことば

22 シンシュツ⿁没の小動物が畑を荒らし回った。 22 イ はぎしりをし腕を握りしめ残念がる

23 戦国時代はグンユウ割拠の時代だった。 23 ウ 多くの強者が各地で勢いをふるい対立する

24 軽佻フハクな世の中を嘆くのは歳をとった証拠だ。 24 エ 人の意見にただ従う

25 戦いを終え、メイキョウ止水の心境だ。 25 オ 喜んでまいおどる

26 チームの優勝にファンは狂喜ランブする。 26 カ 変幻自在に現れたり隠れたりする

27 好きな小説をヘンゲン隻語に至るまで熟読する。 27 キ あらゆる物は変化してとどまることがない

28 悪口ゾウゴンを吐きたくなるほどの怒り。 28 ク 落ち着きや重みがない

29 他人に唯々ダクダクと従ってはいけない。 29 ケ さまざまなわるくち

30 仏教に見られる諸行ムジョウの世界観。 30 コ 邪念がなく静かに澄んだ心境

31 この世をウイ転変ととらえる仏教的な世界観。 31 ア 手際よく見事に処理する

32 彼女のテンイ無縫な人柄が多くの人を惹きつけた。 32 イ 思う存分自由にできる

33 ことを終えて意気ヨウヨウとひきあげていった。 33 ウ 誇りにみちて得意気

34 近代は人間が無知モウマイであることを否定する。 34 エ こころにわだかまりがない

35 本音を言った彼はシメン楚歌の状況に追いこまれた。 35 オ 事情がこみいって変化のあること

36 先入観をもたず、キョシン坦懐に臨む。 36 カ 周囲がみな反対者になり孤立する

37 その人は快刀ランマの活躍で組織の危機を救った。 37 キ 気が小さくびくびくしている

38 紆余キョクセツを経てやっと事件が解決した。 38 ク 飾り気がなくしかも完成された、おおらかな美や人柄

39 狭い空間を縦横ムジンに動き回る。 39 ケ 世の中が移ろいやすいこと

40 気をつかいすぎて小心ヨクヨクとした態度になる。 40 コ 知識がなく物事の道理がわからない

41 ⾧い休みをとってサンシ水明の地に遊ぶ。 41 ア 目的を遂げるために苦労を耐え忍ぶ

42 森鷗外はハクラン強記の作家でもあった。 42 イ こびへつらうこと

43 このあとの試合の展開には興味シンシンだ。 43 ウ さまざまな化け物

▼読み エ 悪人などがはびこりのさばること

44 魑魅魍魎が描かれた江戸期の妖怪図。 44 オ 強い言葉で激しく議論するさま

45 悪人たちが跳梁跋扈する不法地帯。 45 カ 広く書物を読み、古今東西の物事をよく知っている

46 臥薪嘗胆の末に国家試験合格を勝ち取った。 46 キ 都合のいいようにこじつけること

47 牽強付会な理屈で周囲の人々を煙に巻く。 47 ク 強く興味ひかれる

48 上役に阿諛追従せず、自分の意見を言うべきだ。 48 ケ 美しい景色のこと

49 職人たちは互いに切磋琢磨し成⾧していった。 49 コ 励まし合って、学徳などをみがく

50 侃々諤々の議論を経て、やっと結論が出た。 50


